
団体名

項目

2.目標

今回よりも、より多くの人にお菓子とお茶を振舞う。

茶道部

4・3・2・1今回の取り組みについての評価

  活動名（大会・行事等）：  仮設住宅　ボランティア施茶

1.活動内容

　※評価について 　４：よくできた、３：まあまあできた、２：あまりできなかった、１：まったくできなかった

活動報告書

内　　　容

6.次回活動
　 の目標

27名の方々に振舞うことができた。昨年の夏期休業中に訪
問した上荒川の仮設住宅の約半分の人数である。
施茶を通して、現地の人たちと交流することができて良い
経験になった。

4.目標と結果
  のギャップ

5.次回の
　取り組み

人数が思っていたよりも少な目だった。

机にお茶菓子を用意をしておくなどお茶が出ていない間で
も、来てくれた人を飽きさせないような工夫をする。

  活動日時：　平成　25年　2月　24日（日）～　2月　25日（月）

たくさんの人にお菓子とお茶を振舞う。

3.結果報告

  活動場所：　福島県いわき市小名浜林城八反田　仮設住宅


